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修学旅行(東北・北海道)

１１月３０日（火）から１２月２日（木）の２
泊３日の日程で２年生の修学旅行が実施されまし
た。
初日は新幹線で一路青森駅へ。東北三大祭りの

一つ「青森ねぶた祭」のミュージアム「ワ･ラッ
セ」、三内丸山遺跡（2021年7月27日に「北海道・
北東北の縄文遺跡群」として世界文化遺産登録）、
青森県立美術館を見学しました。ねぶた祭の熱気、
縄文時代の技術の高さを示す遺跡の壮大さ、シャ
ガールや棟方志功、奈良美智の美術作品の放つ圧
倒的な存在感に触れて、大いに刺激を受けること
ができました。その後再び新幹線に乗り津軽海峡
を渡って函館のホテルに入りました。

二日目は、まず全員で函館遊覧船に乗船し、江
戸時代から海産物交易の集積地として栄えてきた
“天然の良港”函館港を海の上から見学しました。
その後、班別自主研修で、赤レンガ倉庫など、異
国情緒溢れる函館の街並みを見学しました。班別
研修後全員で合流し、五稜郭タワーの夜景を楽し
むことができました。

最終日の三日目は雪が積もり、北海道ならでは
の天候となりました。函館奉行所を見学し、帰路
につきました。今回の修学旅行は、１日目が晴れ、
２日目が雨、晴れ、強風、３日目が雪と、めまぐ
るしく天候や気温が変わり、それに伴って行程を
急遽変更しました。その中でも生徒は旅行を楽し
むことができ、対応力の高さを示してくれました。

雪の函館奉行所
函館は、寛政11年（1799年）にロシア帝国の南下
政策に対して奉行所が置かれ、開国後は長崎、横
浜とともに日本国内初となる対外貿易港として開
港したという歴史があります。

授業公開を実施しました

１１月１６日(火)～１８日(木)の３日間、それ
ぞれ第２・３時限の授業を公開いたしました。本
校で日常的に行われている授業を保護者や学校評
議員、地元中学校・高校の教職員の皆様に見てい
ただき、本校への理解をさらに深めていただくと
ともに、様々な御意見をいただき、本校教職員の
授業力向上に資する目的で実施しています。今年
は検温などの健康観察をしていただいて約７０名
の方に御来校いただきました。ありがとうござい
ました。
アンケートでは、「席の近い生徒同士で話し合い

をするときに、活発に意見を出し合っていたので、
とても良かった」、「先生の教え方が上手で分かり
やすかった」、「３年生のロッカーが新しくなり、
廊下が明るく感じられた」、「トイレが古そうなの
で改修を望みます」等の感想や御意見をいただき
ました。今後とも授業改善、教育環境整備に努め
て参ります。



学年奉仕活動（２年生）

１２月１０日(金)の第６・７時限に、２年生の
奉仕活動が行われました。教室やトイレ、廊下な
どの校内と、校外
の清掃活動を行い
ました。
今回は特にトイ

レの美化に力を入
れ、校内９ヶ所の
トイレを５４人の
生徒で分担して、
磨き上げるように
清掃しました。
また、廊下や教

室の普段の清掃で
は落としきれない
頑固な汚れも丹念
に落としました。

防災避難訓練を実施

期末テスト最終日１２月３日(金)の清掃時に、
地震を想定した第２回防災避難訓練を実施しまし
た。すぐに避難場所への移動を開始せず、まず、
机の下などに入って落下物から頭部を守り、安全
を確保した後に、校庭に避難するという一連の行
動をシミュレーションしました。折しも、前日に

は茨城県を震源とする地震が、当日は山梨県を震
源とする地震が発生した時で、生徒達は真剣に訓
練に臨んでいました。訓練後の講評では、教頭か
ら災害に対する日頃の備えの大切さが強調されま
した。

１２・１月の 行 事 予 定

１２月２９日（水）～１月３日（月）
この期間、調査書や証明書の発行等の事務
手続はできませんので、御注意ください。

１２月
２４日（金） ２学期終業式
２９日（水） 年末年始の休日（～1/3）
１月
４日（火） ３年特別学習会（作新大学）
５日（水） 〃 （真岡高校）
６日（木） １・２年特別学習会（希望者）

（～７日）
１１日（火） ３学期始業式
１２日（水） 第３回学力テスト（１・２年）
１３日（木） 第３回学力テスト（２年）
１４日（金） 共通テスト受験直前指導（３年）
１５日（土） 大学入学共通テスト（第一日）

進研学力テスト（１・２年）
１６日（日） 大学入学共通テスト（第二日）
１７日（月） 共通テスト自己採点（３年）
１８日（火） 第１次特別時間割開始（３年）
２１日（金） 国公立大学出願検討会

写真部 畠中君 県高校総文祭で「推薦」（最優秀）

１２月８日（水）に第４３回栃木県高等学校総合文化祭写真展の審査が栃木県総合文化センターで行
われ、畠中君（３年）がＡ課題部門に出展した「最後の晩餐」が最上位の作品に与えられる『推薦』に
選ばれました。この作品は県代表として関東大会に出展されます。また、畠中君の「遣欧使節団」とい
う作品も『準特選』に選ばれました。写真部は昨年も当時３年生の清野君の作品が県総文祭の審査を経
て関東大会に出展されており、２年連続の栄誉となりました。 ◇受章した畠中君のコメント

今回、栃木県高文祭写真
展Ａ部門課題作品の部に出
展した作品が、推薦（１
位）に選ばれ、同時に、真
高写真部から関東写真展に
連続出展となりました。大
変うれしく思います。この
作品は、吹奏楽部の定期演
奏会パンフレット用に撮影
を依頼されたものです。人
物の配置などを吹奏楽部の
皆さんと話し合いながら撮
影しました。受賞に当た
り、撮影協力を戴いた吹奏
楽部員の皆さん、出品のア
ドバイスをして下さった顧
問の田中先生にこの場をお
借りして感謝申し上げま
す。ありがとうございまし
た。最後の晩餐


